




















Ⅰ.研究目的:SIDS 発生後の医師の対応をより効果的にする具体的方策を知ること。 

事例:4 ヵ月男子(福岡大学法医学教室で剖検、永田教授:SIDS) 

問題点:児との死別後 5ケ月になるが毎日が苦しいと電話相談をうけた。母親はSIDS 発生

当時、35 才。 

その後、宗教とのかかわりもあったが、熱心に医学とくに SIDS関係情報獲得に努められ、

英国の The Foundattion for The of Infant Deathと連絡をとり現在そのために英国訪問

中である。 

Foundation が送ってくれた、パンフレットをこの母親が訳したものを別紙に示す(参照)。 


